狭衣の恋文 -新たな <恋の物語> を書くことの喜び- by 鈴木 泰恵
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一 　今更の恋文
　『狭衣物語』の主人公・狭衣はしばしば恋文を書いてい
る１
。な
かでも、本稿が注目したいのは、すでに恋の成就を見込めない女性たちに、とりわけ女二宮に書き綴った恋文だ。女二宮は、狭衣がいくら手紙を書き送っても、決して返事をよこさない。
悔しきことのみ尽きせぬままには、
今更に日に
二ふた
度たび
三み
度たび
書き
つつ恨み聞 え給ふ
さま、海士の苫屋にも余りぬべし。
され
ども、見るべきものとも思したらず
、とのみ聞くは、過ぎぬ
るかたの報ひにや、 つらう心憂
し２
。

（参考 　二二二）
　女二宮は出家し、源氏宮も斎院に選ばれ、飛鳥井女君まで亡く
なってしまったとおぼしい今、狭衣は痛恨の思いに包まれている。 ぜなら、こうなってしまったの すべては狭衣の優柔不断と軽率さのせいなのだから。
　ところが、悔やんでも悔やみきれない思いを抱きながら 狭衣
は「今更に日に二度三度」恋文を書き、女二宮に送っている。む
ろん、女二宮は今更の恋文に目をくれるはずもなく、返事などよこすべくもなかった。二人の仲介役・
中ちゅう
納なご
言んの
典す
侍け
（以下、典侍）
からそう聞かされれば、かつての報いかとも思われ、なんともやるせない。にも かわらず 狭衣はなお女二宮に、今更の恋文を書き続け送り続け、そして相も変わらず応答を得られないのであった。この、応答を得ら ない恋文を書くことに注目したいのである。
　さて、 『狭衣物語』は後悔と回想の物語だと、しばしば指摘さ
れ
る３
。 たしかに 「過ぎぬるかた悔しき御癖」
（参考二九三、 これのヴァ
リエーションは枚挙にいとまが ）
と語られるように、狭衣は過去
を思い後悔に満ちた人物であり、そんな狭衣を主人公に戴く『狭衣物語』は、まずは後悔と回想の物語だと認めうるだろう。
　しかし、それだけでは 『狭衣物語』 を括りきれない でもある。
返事が来なくても書き続ける恋文を見ていると、狭衣は必ずし後悔と回想にのみ生きているわけではない。狭衣の今更にして報われない恋文には、何が書き刻まれているのか また、こうも虚
　
狭衣の恋文
──
 新たな〈恋の物語〉を書くことの喜び
 ──
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しい恋文を書く行為とは、書くことの喜びとは何なのか。その点に注目してみると、新たな〈恋の物語〉を書くことの喜びを湛えた『狭衣物語』の姿が浮かんでくる。恋文を書く狭衣 、狭衣書く『狭衣物語』と 、重層的な「書くことの喜び」をとらえていきたいと思う。
二 　「今・ここ」での片恋
　では、狭衣が女二宮に宛てた恋文には、何が書き刻まれている
のかを見ていく。後悔や回想には括れないものが掬いとられる。
いと暑かはしげなりつる前栽ども、雨に心地よげに思ひたる中に、
大和撫子
のいたう濡れて
傾かたぶ
きたるを折らせて、
嵯峨の
院に参らせ給ふ
。
恋ひわびて涙に濡るる
ふるさとの草葉に混じる
大和撫子
とあるを
ご覧ぜさすれど、例のかひあらんやは
。

（参考 　二六六～二六七）
　「大和撫子」とは、狭衣と女二宮とが密通してできた子・若宮
を暗示している。 若宮は、 事実を知らな 女二宮周辺の計らいで、嵯峨帝と女二宮の母・大 の子として生まれ育つが、嵯峨帝の出家に際して、皮肉にも狭衣に後見を託された子である
　右引用は、一品宮との結婚を強いられ悲嘆にくれる 、若
宮と時を過ごし、悔恨とともに女二 を思っている場面の後半部だ。前栽の大和撫子が雨に濡れているのを見ながら狭衣は、 「
あ
なた恋しさに堪えかねて流している私の涙
が雨となって、前栽の
草葉に混じる若宮を濡らし います。こ 若宮をかわいいとは
思ってくれないのですか」と詠み、したため、雨にしおれた大和撫子に付けて、 「嵯峨の院 にいる女二宮に送るのだった。
　「恋ひわびて涙に濡るる」には、 「今・ここ」で女二宮恋しさに
堪えかね涙を流している狭衣の姿が掬いとられる。しかも、 「大和撫子」＝若宮 かこつけ母性に訴えて、母であ 女二宮が父である狭衣に、少しでも好意を示してくれるよう 懇願するかの、涙ぐましいまでの いも見てとれる。前節で見たとおり、日に二度三度と恋文を送って 、決し 返事をもらえない狭衣の、この恋心は片恋でしかない。といっ 、後悔でも回想でもなく、一方通行であれ、 と 名づけようのな 心情 はないか。後悔や回想にまみれながらも、紛れもない「今・ここ」での片恋の存在が、狭衣 文には書き刻まれている点をとらえておく。ただ、女二宮は「ご覧ぜさすれど、例の ひあらんやは」 、読むには読んでも、返事をよこ い。狭衣 「今・ここ」での片恋は、さらに続きそうだ。
　いよいよ一品宮との婚儀の日取りが決まると、狭衣は女二宮に
次のような恋文を送る。
この頃は聞かせ給ふことも侍らんものを、などか。
折れ返り起き臥しわぶる下荻
の
末越す風
を
人の問へかし

（参考 　二七〇）
　まず、 「一品宮との結婚についてはお耳に入っているでしょう
に、なぜ何も訊いてくれないのですか」との詞に続けて、歌をきつける。折し 狭衣が眺める夜明け前の前栽で 、荻の下葉が露に濡れ、折れ曲がっている。そこに風が吹きつけ露をはらはら
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と落としているのだった
（参考二七〇）
。狭衣の書きつけた歌は、
この荻の下葉に自身をなずらえたものだ。 「荻の下
葉４
」を「下荻」
と言い換えたのは、新全集も指摘するごとく「下 」に「下
招を
ぎ
（心のなかで人を招き待つ）
」を掛けたためだと解釈した。なお、 「折
れ返り起き臥しわぶる」は、一品宮との結婚を嘆いているとの解釈
（大系・新全集）
と、女二宮を失って
（全書）
・女二宮を得られ
ず
（集成）
嘆いているとの解釈がある。詞からの流れで、結婚へ
の嫌厭感情も認めるが、 「下荻／下招ぎ」の掛詞を勘案して、出家してしまった女二宮への片恋の嘆きをとらえた。いわく「露に折れ曲がっている荻の下葉に、さらに風が吹きつけているように、
あなたに恋い煩い、寝ても覚めてもつらい思いをしつつ、心
のなかではあなたが靡き寄ってくれるのを招き待っている私
だと
いう に、あなたはいっこう振り向いてくれない。そのうえ、思いがけない結婚話が降りかかり、なおさら嘆きを深めているのだから、
どうしていますかと尋ねてくださいよ
」 と。 ちなみに、 「露」
は歌に詠み込まれていないが、狭衣の涙を誘い「押し
拭のご
ひつつ書
きもやり給はず」
（参考二七〇）
とあるので、料紙にその跡が残り、
涙する狭衣をむしろ雄弁に語っていたと推測される。
　「折れ返り起き臥しわぶる下荻」には、出家してしまった女二
宮に、叶うべくもない「今・ここ」での片恋をし いる狭衣の姿が窺えるはずだ。 の恋文には、やはり「今・ここ」での片恋が書き刻まれているのである。
　たしかに、 女二宮は出家の身であり、 二人の恋は終わっている。
だからといって、 「今・ここ」で 心・片恋を黙殺し、回想・
追懐・後悔に回収するのはいかがなものか。簡単なはなし、別れてしまったり死んでしまったりした恋人に、あるいは手の届かないアイドルやキャラクターに、 「今・ここ」で恋する恋心・片恋があってもおかしくない。現実の恋から疎外されているがゆえに、ひとしお強い恋心・片恋を掻き立てる場合 えあるだろう。狭衣の恋心・片恋とは、いわばそういったものだ。そして 狭衣の恋文には、そんな「今・ここ」での片恋が書き刻まれているのであった。
　ところで、この恋文には、思いがけないレスポンスがあるのだ
が、後述する。
三 　書くことによる片恋の持続
　ここで、片恋にして今更の恋文を書く行為について考えてみ
る。前節、一通目の恋文に返事をもらえず、二通目を書き送ったわけだが、二通目を書いた狭衣の心情が注目される。
かかることを聞き給て、
いかやうにか思したらん
。
ただいま
、
さし向 ひ聞こえさせて、言ひ悩ましもしつつ
見奉るわざも
がな
、と思ふに、
心もあくがれまさりてわりなけれ
ば、……

（参考 　二六七）
　「かかること」とは、一品宮との婚儀の日取りが決まったこと
を指す。すると狭衣は、こんな事態を聞いた女二宮の心情が気にかかる。今すぐにでも対面して、恨みごとを言い言い逢うすべはない と思案するにつけ、いよいよ女二宮に心惹かれて落ち着かない、とある。この後、典侍を呼んで、 のいるところに導
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いてほしいと頼むのだが、無理なはなしであった。やむなく二通目の恋文を典侍に託して送ったのである。
　恋文を書いても返事が来ないのだから、拒まれているという
メッセージは伝わるだろう。けれども、女二宮との結婚はやり過ごし、一品宮と 結婚する狭衣に、女二宮がどんな思いを抱いているのか その心 機微はわからない。仔細に恨みごとを書かせたい
（言わせたい）
・読みたい
（聞きたい）
と思う狭衣のサディス
ティックでもありマゾヒスティックでもある側面については、別稿に譲り今は措く。ともかく、返事 もらえ 恋文を書く行為は、狭衣の関心が女二宮から離れない状況をつくりあげているようだ。さらには、今すぐにでも逢いた と、女二宮への慕わしさを増長させている側面も見られる。
　返事も来ない今更の恋文を書く行為は、 「今・ここ」での片恋
を持続させ、昂進 せている様子をとらえておく。
　さて、先に指摘しておいたが、前節で引用した二通目の恋文に
は、思いがけないレスポンスがあった。狭衣の恋文に目をとめた女二宮は、その恋文に手習を書きつけ 。
夢かとよ
見しにも似たるつらさかな
 憂きはためしも
あらじと
思ふに

（参考 　二七二）
身にしみて秋は知りにき
荻原や末越す風の音ならねども

（参考 　二七二）
下荻の露消えわびし夜な夜なも
とふべきものと待たれやはせ
し

（参考 　二七二）
　女二宮が目をとめたのは、一品宮との結婚話を「末越す風」と
表したところである。自身に対する、かつての薄情な仕打ちと同じではないかと思い、身にしみて知った狭衣の飽きっぽさや不誠実を、手習にせずには られなかった。狭衣のせいで、過去に囚われてしまったのは、女二宮をはじめ源氏宮や飛鳥井女君といった女性たちであ ろう。
　それはさておき、女二宮の詠んだ歌は手習であって返歌ではな
い。しかも、細かに破り、典侍に「捨てよ」
（参考二七二）
と言っ
て渡した手習の
破やりほぐ
反故
だ。しかし、必ず返事を見せるようにと狭
衣から頼まれていた典侍は せめてもと、この破反故を狭衣に渡す。
からうじて、かかる破反故を得給て、せちに継ぎ続けて見給へば、
心地、げに少し乱れまさりて
、ひき
被かづ
きて臥し給へる。

（参考 　二七三）
　破反故を継ぎ続けて、なんとか歌を読んだ狭衣は、今までより
少し心を乱して、夜具をひき被って臥してしまう。少し度を増した心乱れとは何だろう。よく言われる、狭衣おなじみの後悔か。さもあらん。しかしそれだけでもない。
　程なく、一品宮との婚儀が催される。狭衣は一品宮を傍らに「 『
憂きはためしも
』とありし
御手習思ひ出でられて
」（参考二七五）
涙を流し、 夜 深いうちに女二宮の旧居・一条の宮にやっ 来る。格子を開け、眺めていると、鳴きながら渡っていく雁の群が見えた。
聞かせばや
とこよ離れし雁が音の
思ひのほかに恋ひてなく音
を

（参考 　二七五）
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　これは一条の宮で詠んだ狭衣の独詠歌である。思いがけない結
婚をして、 女二宮恋しさに泣く私の声を、 女二宮に聞かせたいと、声にまで出して詠んだのである。
　女二宮の思いがけないレスポンス── 薄情・飽きっぽ
さ・不誠実をなじるかの歌──に、多少度を増した心乱れとは、女二宮恋しさの心乱れでもあったはずだ。
　ただ、女二宮の手習は、 「人の問へかし」と狭衣が求めた「こ
とば」とは程遠く、なにより返歌ではない。しかも、手習を読むまでもなく、狭衣は女二宮の出家を聞いたときから、 「我 憂つらしと思し怠ることあらじかし」
（参考一六九）
と、薄情な人だ
と恨まれているのを予測していた。だから 女二宮の手習は、狭衣を恨み、 「ことば」などよこさない女二宮の 従来と変わらない姿を確認させたにすぎない。 たがって、 女二宮 手習を読み夜具をひき被ったところで、後悔であれ恋心であれ、 「
少し0
乱れ
まさ」るだけだ。
　しかし一方、 破反故を得ても、 返事ではなく、 狭衣の求めた 「こ
とば」 も返されずに、 不本意な結婚にまで至った状況下 おい狭衣は、 今、 鳴きながら渡 ていく雁に 自身を重ね合わせ、 「今・ここ」での片恋に泣いている声を聞かせた と、 「聞かせばや」の独詠歌を詠んだのである。そして、後朝の文も書かず、女二宮のいる嵯峨の院に使者を立て、折柄 当たり障りの い手紙 送るのだった。女二宮 はわかる恋心を潜ませて。
　もはや、狭衣と嵯峨院の贈答歌を示し 分析する紙幅を持たな
いが、女二宮からの返事で なく、嵯峨院からの返歌を見 狭衣
は、以下のごとくだ。
まことに、ありしながらのこ
と５
にはなさまほしう、
思焦がれ
給ふ
。

（参考 　二七七）
　結婚可能だったかつての状態に戻りたいと、
たまらなく女二宮
を恋しく思う
のであった。このように、狭衣は「今・ここ」での
片恋 文に書き刻むのだが、ろくに返事ももらえず、事態を好転させえないがゆえに、また恋心を募らせ、恋文を書いている。
　返事のもらえない恋文を書き続ける行為は、やはり狭衣の「今・ここ」 での片恋を持続させ、 昂進させているのである。 なお、源氏宮については、書き送るより語りかける場合が多いので省略したが、上述の恋文に関する考察から 大きく逸脱するものではない。
四 　「ことば」に固着するリビドー
　本節では、返事も来ないのに、恋文を書くことの喜びとは何か
をとり押さえたい。 ついては、 狭衣の恋文の つ 見られる、書きぶりといったものが注目される。
　たとえば、第二節で引用した「折れ返り起き臥しわぶる下荻の
末越す風を
人の問へかし
」である。 「人の問へかし」とは、女二
宮に、狭衣を思いやる「ことば」を求めたものだ。
　もう一例。巻三終盤から巻四初頭、竹生島に参詣し出家を遂げ
ようとしたのを、父・堀川大殿に止められ、断念した後、狭衣は女二宮に、片恋を表 ことばを滑り込ませることを忘 ず、無念の思いを文 して送っている。
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「後の世にさへ捨てられ奉るべき宿世にや、あさましう本意なき心のうち」など、少し漏らし給うて、
「急げども行きもやられぬうきしまを
いかでか
あまの漕
ぎ離れけん
言ひしに変はる 程を、
いとどいかに
、 と恥づかしきまで」
など、書き尽くし給へるを、……

（参考 　三四六～三四七）
　まずは「今生ばかりか、後生でもあなたに捨てられる定めなの
でしょうか、 ほんとうに不本意です」 と二世にわたる片恋を嘆き、「私にはできないのに、あなたはどうして出家できたのでしょうか」と問う歌を詠んで、 「出家すると言ったこ ばに背いている私の心を、いよいよあなたはど 思っているのか、と恥ずかしくさえあります」と書 たのだった。
　「いかでか」 「いとどいかに」と、出家の方途を尋ね、狭衣の出
家断念に抱く思い 問うて るのだが、実のところ、女二宮恋しさに出家まで決意して果たせなかった狭衣の心情を汲んで、何慰めの「ことば」を求め いる風情はあからさまだ。むろ 、女二宮は同情など示すはずもなく 返事も書 いのだが
　それはともあれ、狭衣はなぜ今更の恋文を書き続けるのか。右
二例が端的に示しているように、恋文を書き続ける心情には、狭衣の 「ことば」 に向き合う女二宮の 「こ ば」 を求める、 「ことば」への欲望が存在している点をとらえてお
く６
。
　さらに注目されるの 、即位した が斎院・源氏宮に さし
く今更の恋文を送り、源氏宮から返事が戻ってきたときの、狭衣のひき裂かれた心情である。狭衣の送った恋文から見 いくが
今回の二人の贈答歌は、狭衣が即位する直前に、口頭で交わした贈答歌を踏まえており、 「月」は狭衣、 「袖」は源氏宮を表している。
恋ひて泣く涙に曇る月影
は
宿る袖もや濡るる
顔
なる
叢雲晴れ果つめるを、
いかやうにてか
、ただ今、かく御覧ず
らむと、ゆかしう。

（参考 　四三三）
　狭衣は「恋ひて泣く涙に曇る月影」と、源氏宮への「今・ここ」
での片恋に、相も変わらず涙する自身 近況を示しながら、 「宿る袖も
や0
濡るる顔なる」と、源氏宮も泣いているかと問う歌を詠
む。そして、今夜の月をどのように眺めているのか、すなわち狭衣をどう思っ いるのかと尋ねる詞を添えている。この狭衣の恋文にも、 「宿る袖もや濡るる顔な 」 「いかやうに か」と問い尋ねる形で、狭衣の「ことば」に呼応す 源氏宮の「ことば」を望む、 「ことば」へ 欲望が滲み出ている であった。
　さて、源氏宮の返歌はこうだ。
あはれ添ふ秋の月影袖馴れでおほかたとのみながめやはする
（参考 　四三三）
　狭衣をいい加減には思っていない旨を詠み、狭衣の歌に呼応し
た歌を返す。狭衣帝への敬意と距離感がさせたわざであったろう。立場に由来する源氏宮側の事情はともかく、返事をもらった狭衣の心情には並々ならぬも がある。
差し向かひ聞こえさせたる心地のみせさせ給て
、いとも御殿
籠もるべくもなければ、 「
燕子楼の
中うち
」と独りごたせ給つつ
丑一つと申すまでもなりにけり。

（参考 　四三四）
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　源氏宮からの返信を読み、望み通りの「ことば」を得ると、狭
衣は源氏宮と向かい合っているような気がしてならないのだった。しかしまた、 『和漢朗詠集』にある白詩由来の「秋夜」からの引用「燕子楼の中」は、恋い慕う男性を亡くした女性が眠れぬままに過ごす秋の夜長を表象する。つまり、狭衣は眠れぬ秋の夜長に、恋しい源氏宮 不在 噛みしめて のでもある。狭衣の胸中は、現前
性７
と不在感にひき裂かれている。
　帝と斎院に分かたれ、まことに今更の恋文を送り、求めていた「ことば」が戻ってきたところで、不在感に苛まれるのでは致し方ないようだが、恋心を打ち明けて以来、狭衣は源氏宮とこれほど「差し向かひ」になったためしがあっただろう 。なかったはずだ。源氏宮はいつも狭衣を避け、狭 もどこか及び腰で、ちゃんと源氏宮を振り向かせようとはしてこなかった だから。ならば、返信を読んで知覚する現前性は、狭衣にとっ 貴重な感覚であり体験である むしろ、こう言えるだろう。 にとっては、現実の男女としての対面以上に、 「ことば」 交流の方が、たしかな 前性を知覚させるのだと。
　狭衣が、自業自得で関係を閉ざしたも同然の女性たちに、今更
の恋文を書き続け、 「今・ここ」 の片恋を持続させているのは、現実 男女関係よりも ことば」 交流 そ、リアルな現前性を認め、いわばリビドーが に固着しているから と考えられる。
　狭衣において、今更の恋文を書くことの喜びとは、まずもって「ことば」に固着した「今・ここ」での片恋のリビドーを伝達す
ることの喜びであり、かつ、叶わぬ願いであり、叶っても圧倒的な不在感を噛みしめる苦悩と表裏するのではあるが 現実の男女関係を超えて、 「ことば」の交流による恋の成就・リビドーの充足を幻想す った。
五 　結婚拒否者・狭衣
　狭衣が「ことば」にリビドーを固着させて、今更の恋文を書く
ことに喜びを見出すのは、狭衣独特のあり方と関わってい 。は、狭衣独特のあり方とは何か。それは、最愛の源氏宮との恋を成就せず、また源氏宮に比肩する女二宮との結婚にも踏み切れないでいる次第からとらえられる。 以下、 本節で明らかにしていく。
　源氏宮は、狭衣と同邸内で兄妹のように育ち、東宮入内の予定
もあった。けれども 狭衣の従妹であって妹ではなく、まだ入内もしていな つまり、インセスト・タブーに触れるわけでもなく、まだ皇妃侵犯のタブーに触れるわけでもなかった も狭衣は 源氏宮との恋を禁忌視してい
る８
。物語冒頭では、周囲も
親も当の源氏宮 承知しな だろう だと語 ていたが、どうも最 重要なのは両親の意向であるらしい。引用は一例にとどめるが、両親を思うがゆえに禁忌化している様子は、しばしば語られている。
あながちなるさまにて近う見たてまつらん、と思さば、端山の繁りだにかたかるべきならねば、何の障りかあらんとする。されど、
親たちの思さんことのうたてあるを思しつつ
、
…〈中略〉…心ひとつに忍び過ぐし給ふ。

（参考 　一七七）
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　狭衣が無理にでも源氏宮と恋仲になろうと思うなら、周囲の目
も厳しくはないのだから、何の支障もないではないか。しかし、両親が快く思わ を考慮して
、恋心を裡に秘め、堪えていた
のだと語られている。なんとも親孝行な息子である。では、この時点
（源氏宮が斎院に選ばれる以前）
における両親の意向はと言え
ば、源氏宮を東宮に入内させることだった。
　ただ、実現はしなかったが、両親 は うひとつの意向もあっ
た。狭衣と女二宮との結婚である。堀川大殿・堀川上夫妻の王権志向を忖度するなら、狭衣と皇女との結婚は、源氏宮の東宮入内と並んで、まことに願わしい事態だっ
た９
。にもかかわらず、狭衣
は女二宮との結婚に、かなり抵抗している。源氏宮を一途に恋すると思い定めていたのだから。
　ところが、ふとしたきっかけで女二宮を垣間見ると、早速、密
通に及び恋心を募らせる
いかにせまし
。
ひａ
と方に思ひしみにしことは、月日に添へて
有難げになりゆくめれば
、
いかにせまし
。
さりとても、いか
がは、と思ひ ほりゆくべき心地せず
。…〈中略〉…
かｂ
ばか
りにて、かたじけなき方も、心苦しさも、なべてのさまに思過ぐして止みぬべき心もせねど
、
さりとて、今は、とて、ゆ
くゑなく定まりゐんことの、 いみじう口惜しう
、 思さるるは、
……

（参考 　一四一）
　「いかにせまし」と、狭衣は途方に暮れている。一途に恋い焦
がれる源氏宮の東宮入内が近づき、恋の成就は難しくなっている。加えて、女二宮については、畏れ多さや申し訳なさまで加わ
り、このまま関係を閉ざしてしまおうという気にもなれない。しかし、だからといって、女二宮と結婚する気にもなれない、と途方に暮れているのだった。
　源氏宮の東宮入内は既定路線として認識し、恋の成就や結婚に
は思い及ばない
（傍線部ａ）
。そして、女二宮にも執着している
（傍
線部ｂ）
。なのに結婚には踏み切れない
（破線部）
。これは、どう見
ても結婚拒否者のあり方だ。両親の意向 憚り、源氏宮との恋を禁忌化するのであれ 、両親の意向を汲んで ればいい。しかし、狭衣は密通にまで及んで執着しているにもかかわらず、両親の意向に背いて、女二宮と 結婚を決意できないでいる。なんとも 不孝な結婚拒否者ぶ なのである。
　とすると、 両親を慮り、 源氏宮との結婚ができないというのは、
いかにもこれ見よがしの理由であって、実のところ親孝行を楯に、結婚と う事態を忌避したあり方だととらえられてくる。もし、源氏宮と密通でもすれば、とうてい隠しきれず、両親は二人を結婚させるはずだ。両親の知らないところで、源氏宮と恋仲になった場合、 「さらばさてもあれ、 必ず許さぬやうはあ じ」
（参
考一九五）
と、狭衣自身が認識している。狭衣はそういう事態を
拒んで、源氏宮との恋を禁忌化し いると理解 た方が、ことはわかりやすい。
　親孝行を理由に、源氏宮との結婚を忌避する狭衣と、親不孝を
顧みず、女二宮との結婚を回避す 狭衣との矛盾。しかし、双に共通するのは結婚拒否というあり方だ。狭衣独特のあり方とは、すなわち結婚拒否
者Ａ
・狭衣の姿なのであった。
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六 　新たな〈恋の物語〉を書くことの喜び
　「ことば」にリビドーを固着させて、今更の恋文を書くことに
喜びを見出す結婚拒否者・狭衣を主人公に、 『狭衣物語』を書くことの喜びとは何かをとらえて、稿を閉じたい。
　注目されるのは、狭衣が結婚拒否者だという点である。そもそ
も結婚拒否とは、結婚に価値を見出せないあり方だ。 『狭衣物語』は、たしかに結婚拒否者・狭衣の結婚を書いている。が、一品宮との結婚生活は惨憺たるもので、狭衣が望んで結婚した、源氏宮の形代・宮の姫君との関係でさえ、瞬く間に精彩を欠き、隙間風が吹いてい
るＢ
。結婚は蹉跌であり、源氏宮や女二宮への「今・こ
こ」での片恋に 及びえない。狭衣は結婚に価値を見出せない人物だ。狭衣 結婚こそ、 者・狭衣 本性を如実に物語っているのだった。
　だから、結婚拒否者・狭衣は、蹉跌をかいくぐり 結婚問題を
ひき据えてくる現実の男女関係以上に、リアルな現前性を幻想させる 「ことば」 の交流を求め、 「ことば」 リビドーを固着させて、今更の恋文を書き続ける。そして 今更の恋文を書くことの苦悩と表裏する喜びに身を浸しながら、 「 ・ こ」で 片恋を持続・昂進させてい のであった。
　リビドーを「ことば」に固着させ、 「今・ここ」での片恋 持
続させる結婚拒否者 の物語。 「ことば」への欲望と 「今・ここ」での片恋の美学を携えて、新たな〈恋の物語〉が生成されたのである。引用を駆使し、 「ことば」への欲望を充満させる『狭
衣物語』らしい〈恋の物語〉でもあった。
　すでに紙幅も尽きているので、ごく簡略に狭衣と薫の差異を示
しておく。同じ「女二宮」との結婚問題が好例だろう。二人とも女二宮との結婚には後ろ向きだったが、狭衣は密通してなお結婚を回避するのに対し、薫は不承不承 体にせよ結婚している。しかも蜻蛉巻に至ると、后腹ならぬ母・女三宮も、后腹・女一宮に引けを取らないと思えば 「わが宿世はいとやむごとなしかし、まして並べて持ちたてまつらば」
（新大系「蜻蛉」三一五）
と、后
腹でなくとも、皇女・女二宮を妻にした自身を誇らしく感じ、さらには后腹・女一宮をも手 入れたらという高望みまで てみせるのだった。大君の場合、関係を結べず、いたずらに時を過ごしてい 点では、狭衣 源氏宮との関係に類似するようだが、薫は消失した三条の宮を新築した際、大君を妻として迎える心積もりをしていたのである
（新大系「総角」四三二）
。薫には、結婚拒否
など認められない。薫と狭衣との大きな差異だ。それに 結婚拒否の男性主人公による〈恋の物語〉は、 『源氏物語』以前にはない新機軸である。
　現実の男女関係よりも、 「ことば」にこそリビドーを固着させ、
今更の恋文を書くことの喜びと苦悩に身を浸 、 「今・ここ」での片恋を持続・昂進させ 結婚拒否者・狭衣 主人公に 『狭衣物語』を書くことの喜びとは、新た 〈恋の物語〉を書くことの喜びなのであった。注（１） 　『狭衣物語』のさまざまな手紙を総合的に分析したものとしては、
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松岡千賀子「 『狭衣物語』に於けるフミの考察──メディアとしての特性と役割──」 （ 『平安文学研究生成』 二〇〇五年 　笠間書院刊）がある。
（２） 　本文は内閣文庫本（写真版）に拠り、私に句読点・送り仮名を付
し、表記も改めた。なお参考として同本を底本にする大系の頁数を丸括弧内に示した。西本願寺旧蔵本 巻四平は出本）を底本とする新全集、流布本系を底本 する全書・集成においても、論理に変更のない点は確認した。重要だと思われる異同には注を付した。
（３） 　伊藤博「狭衣物語の男主人公について」 （ 『言語と文芸』一九七六
年七月） 、井上真弓「 『世』 『世の中』と狭衣の恋」 （ 『狭衣物語 語りと引用』二〇〇五年 　笠間書院刊）等。注 （１） 松岡千賀子論文を含め、そうした見地をベース した論が多い。
（４） 　流布本では「荻の葉」だが、歌では「下荻」なので解釈に変更は
ない。
（５） 　「こと」は西本願寺旧蔵本 み（身） 」 、流布本系「御身」 。ほぼ同
義と見て不改。
（６） 　神田龍身「狭衣物語──独詠歌としての 」 （ 『源氏物語と和歌
を学ぶ人のために』二〇〇七年 　世界思想社刊）は、 『狭衣物語』の歌について、パロールの場合とエクリチュールの場合の差異、およびエクリチュール重視の姿勢を論じている。論旨に概ね異論はない。が、狭衣はそもそも相手にことばが通じること 期待せず、絶対の孤独を享受せんがために、モノローグのようなことばを書いて（話して） いると断じた部分は、 本文で論じたごとく、 賛同しかねる。返事がないから、狭衣のことばは結果としてモノローグ的・独詠歌的に佇まざるをえないのだが、狭衣の自他 「こ ば」 への欲望はこの物語の本質に関わる。以下論じ いく。
（７） 　助川幸逸郎「消息のことば 　物語文学の中の手紙──その『物質
的要因』をめぐって」 （ 『國文學』二〇〇〇年八月）は、 『源氏物語』の手紙が、 「意味内容 中心的で、書き手の現前性をもたらす「物質的要因」を忌避していると論ずる。本稿では引用していない部分に、恋文に書きつけられた歌の「意味内容」から外れて、絵の描かれている例 （参考二二六） を見出しうるが、指摘にとどめる。ただ、『狭衣物語』の恋文は、 「物質的要因」もさりながら、むしろ「ことば」の交流による現前性 求めるもので、それが狭衣独特のあり方を浮かび上がらせている点に いて、以下論じていく
（８） 　源氏宮との恋の禁忌化がいかに恣意的なものであるのか、また恣
意的な禁忌を要請する狭衣 恋のあり方については、 鈴木泰恵 「 〈禁忌〉と物語──三島由紀夫「豊饒の海」からの批評」 （ 『狭衣物語／批評』二〇〇七年 　翰林書房刊）で論じた。そこでは、狭衣の恋の情動が希薄である点にも論究したが、それは以下に論ずる狭衣のあり方とも、鶏と卵の関係のごとく密接に関わるので併読いただければ幸甚である。
（９） 　鈴木泰恵 「 『狭衣物語』 とこ ば──ことばの決定不能性をめぐっ
て──」 （ 『狭衣物語が拓く言語文化の世界』二〇〇八年 　翰林書房刊）で、この点については論じた。
（
10） 　注 （３） 井上真弓論文は、結婚拒否という概念ではないが、 「逢坂越えぬ」型の物語 同時代性を指摘している。現存の『逢坂越えぬ権中納言』には結婚拒否は読みとれないし、他の散佚物語 ついては内容がわからないので、時代的な のかどうかの判断は保留する。が、 『浜松中納言 』には結婚拒否者の姿を認めている。
（
11） 　鈴木泰恵「 〈形代〉の変容──認識の限界を超えて」 （注 （８） 前掲書）で論じた。
